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は
じ
め
に

一　

足
利
直
義
裁
許
状
に
見
る
奉
行
人
書
下

　

１　

書
下
と
当
参

　

２　

奉
行
人
使
節
と
書
下

二　
「
訴
状
封
下
」

三　

奉
行
人
両
使

四　

奉
行
人
書
下
と
裁
判
手
続
き

む
す
び
に
か
え
て
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室
町
幕
府
奉
行
人
書
下
に
つ
い
て

永
井
英
治　

は
じ
め
に

本
稿
が
表
題
に
用
い
る
室
町
幕
府
奉
行
人
書
下︶

1
︵

と
は
、
古
文
書
学
で
は
、
室
町
幕
府
奉
行
人
︵
連
署
︶
奉
書
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
既
に
熊
谷
隆
之
が
「
沙
汰
未
練
書
」
の
記
述
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
文
書
の
歴
史
的
名
辞
は
と
き
に
古

文
書
学
の
概
念
と
は
異
な
る
用
法
を
見
せ
る
。
室
町
幕
府
「
御
判
御
教
書
」
は
そ
の
最
た
る
事
例
で
あ
り
、
古
文
書
学
で
は
奉
書
の
下

位
概
念
と
さ
れ
る
「
御
教
書
」
が
、
歴
史
的
名
辞
と
し
て
は
将
軍
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
人
物
の
直
状
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
奉
行
人
書
下
は
、
古
文
書
学
で
い
う
直
状
の
一
種
で
は
な
く
奉
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
下
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら

れ
る︶

2
︵

。
し
た
が
っ
て
、
室
町
幕
府
文
書
を
扱
う
場
合
に
は
、
歴
史
的
名
辞
と
古
文
書
学
の
概
念
と
の
混
同
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
室
町
幕
府
奉
行
人
書
下
と
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
使
い
分
け
は
厳
密
で
は
な
い
。
次
の
史
料
は
、
東
寺
領
山
城
国
拝
師
庄

内
田
地
へ
の
違
乱
を
訴
え
る
目
安
草
案
で
あ
る︶

3
︵

。



150

目
安東

寺
領
山
城
国
拝
司
庄
内
田
地
六七

段
、
号
為
御
稲
田　

故
弾
正
忠
以
■
松
夜
叉
丸
名
字
致
非
分
違
乱
間
、
先
度
就
令
進
覧
巨
細
目
安

状
、
可
停
止
其
妨
由
雖
被
成
御奉

書
書
下
、
曽
以
不
叙
用
上
者
、
重
欲
有
厳
密
御
沙
汰
子
細
事

副
進一

通　

御
書
下
案

右
子
細
先
度
言
上
事
旧
了
、
所
詮
可
停
止
彼
違
乱
今
年
九
月
廿
日
雖
被
成
御奉

書
書
下
於
■
■
松
夜
叉
丸
曽
以
不
叙
用
之
条
、
希
代
之
珍
事

也
、
然
早
重
度
厳
密
□
制
禁
、
被
止
彼
濫
妨
、
全
所
務
者
也
、
目
安
状
如
件
、

　
　
　

延
︵
一
三
五
八
︶
文
三
年
十
月
日

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
目
安
以
前
に
発
給
さ
れ
た
文
書
は
い
っ
た
ん
「
御
書
下
」
と
表
記
さ
れ
た
の
ち
、
副
進
文
書
の
部
分

を
除
い
て
「
奉
書
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
副
進
文
書
と
他
の
箇
所
で
記
さ
れ
た
「
御
書
下
」
は
、
同
じ
文
書
を
指
し
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
か
ら
、
副
進
文
書
の
部
分
は
訂
正
し
忘
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
文
書
は
、
こ
の
目
安
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
、

そ
の
場
に
あ
っ
て
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
表
記
を
直
す
と
い
う
こ
と
は
、
書
下
と
奉
書
の
区
別
が
目
安
の
書
き
手
に
と
っ
て
厳

密
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
意
識
が
働
い
た
と
い
う
点
を
重
視
す
れ
ば
、
両
者
の
使
い
分
け
が
意

識
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
手
元
に
あ
る
文
書
の
署
判
者
を
読
み
違
え
た
と
は
考
え
難
い
。
と
す
る
と
、
文
書
の
内
容
に

即
し
て
表
記
を
改
め
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
安
は
論
所
を
訴
人
の
主
張
す
る
状
態
に
復
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
副
進
文
書
の
「
御
書
下
案
」
で
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
同
じ
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
沿
っ
て
、
副
進
文
書
は

書
下
と
表
記
さ
れ
、
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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室
町
幕
府
に
お
け
る
所
領
を
め
ぐ
る
裁
判
で
は
、
当
事
者
は
自
己
の
望
む
状
態
に
論
所
の
状
況
の
改
善
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

裁
判
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
訴
論
人
い
ず
れ
の
主
張
に
理
が
認
め
ら
れ
る
か
が
審
議
さ
れ
、
し
か
る
後
に
そ
の
判
決
を
実
現
す
る
た
め

の
手
続
き
が
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
研
究
史
上
、
特
別
訴
訟
手
続
と
呼
ば
れ
る
方
式
で
は
、
途
中
の
手
続
き
を
省
略
し
て
い
き
な
り

事
態
の
改
善
を
図
る
。
こ
の
処
置
に
不
服
な
者
は
、
事
態
の
改
善
が
な
さ
れ
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
場
面
に
お
い
て
、
自
分
が
訴
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
己
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
一
方
に
こ
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
、
一
方
に
問
答
・
対
決
を
経
て
裁
許
状

が
出
さ
れ
、
そ
の
判
断
を
実
施
す
る
と
い
う
方
法
が
併
存
す
る
状
況
で
は
、︿
今
、
こ
の
訴
訟
の
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
﹀
が
当
面
の
問
題
で
あ
り
、
副
進
文
書
も
そ
の
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
説
明
は
現
在
で
は
研
究
者
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
二
つ
の
裁
判
手
続
き
に
お
い
て
、
前
述
の

よ
う
な
書
下
と
奉
書
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
両
者
の
使
い
分
け
が
署
判
者
や
様
式
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
も

の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
つ
の
裁
判
手
続
き
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
直
結
す
る
問
題
と

な
り
得
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
下
に
、
室
町
幕
府
裁
判
手
続
き
に
お
け
る
奉
行
人
奉
書
と
奉
行
人
書
下
の
使
わ
れ
か

た
の
違
い
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
奉
公
衆
成
立
以
前
の
室
町
幕
府
将
軍
の
重
要
な
権
力
基
盤
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
幕
府
奉
行
人
層
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
既
に

五
味
文
彦
が
六
波
羅
被
官
か
ら
在
京
人
へ
の
系
譜
を
概
観
し
て
、
室
町
幕
府
を
六
波
羅
探
題
の
継
承
者
と
位
置
付
け
る
可
能
性
を
論
じ

て
い
る︶

4
︵

。
五
味
の
議
論
を
批
判
的
に
継
承
す
る
形
で
、
あ
ら
た
め
て
六
波
羅
被
官
た
る
六
波
羅
奉
行
人
が
、
鎌
倉
末
期
に
六
波
羅
探
題

―
の
み
な
ら
ず
幕
府
が
直
面
し
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
悪
党
問
題
に
つ
い
て
、
市
沢
哲
は
、
六
波
羅

の
新
し
い
課
題
に
対
応
し
て
六
波
羅
奉
行
人
は
畿
内
武
士
と
の
婚
姻
関
係
な
ど
を
通
じ
た
関
係
を
構
築
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と

指
摘
し
た︶

5
︵

。
こ
れ
に
対
し
、
森
幸
夫
は
在
京
人
の
系
譜
を
再
検
討
し
、
六
波
羅
奉
行
人
―
初
期
室
町
幕
府
奉
行
人
の
連
続
／
非
連
続
を
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論
じ
る
と
と
も
に
、
畿
内
武
士
が
必
ず
し
も
幕
府
構
成
員
と
し
て
成
長
で
き
な
い
事
例
を
紹
介
し
、
在
京
人
の
多
様
な
可
能
性
を
指
摘

し
た︶

6
︵

。
ま
た
、
廣
田
浩
治
は
、
鎌
倉
末
期
～
南
北
朝
期
の
畿
内
武
士
︵
在
地
領
主
︶
に
よ
る
「
悪
党
問
題
」
を
追
求
し
て
、
地
域
連
合

の
形
成
が
「
悪
党
」
の
消
滅
で
あ
る
と
指
摘
し
た︶

7
︵

。
と
く
に
、
地
域
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
室
町
幕
府
・
南

朝
な
ど
の
上
級
権
力
と
の
関
係
が
実
際
に
は
地
域
領
主
層
の
動
向
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
、
南
北
朝
内
乱
を
地
域

の
視
点
で
論
じ
る
こ
と
の
有
効
性
を
示
し
た
。

先
行
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
初
期
室
町
幕
府
奉
行
人
の
畿
内
武
士
と
し
て
の
様
相
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に

対
し
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
視
点
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
幕
府
奉
行
人
と
し
て
の
位
置
付
け
を
あ
ら
た
め
て

重
視
し
た
い
。
先
行
研
究
が
幕
府
奉
行
人
の
史
料
に
現
れ
る
姿
の
背
後
を
探
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
今
一
度
彼
ら
の
表
層
を
再

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

室
町
幕
府
奉
行
人
に
つ
い
て
、
今
谷
明
は
、
発
給
文
書
の
網
羅
的
分
析
か
ら
、
彼
ら
の
代
表
的
な
発
給
文
書
に
花
押
を
据
え
る
こ
と

が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
︵
御
前
沙
汰
衆
︶
と
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
︵
御
前
未
参
衆
︶
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
世
代
の
違
い
と
捉

え
る
と
と
も
に
、
幕
府
奉
行
人
が
寺
社
本
所
と
密
接
な
関
係
を
築
き
、
そ
の
上
で
情
報
提
供
や
文
書
発
給
を
担
当
奉
行
と
し
て
担
う
別

奉
行
制
に
つ
い
て
指
摘
し
た︶

8
︵

。
別
奉
行
制
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
奉
行
人
に
と
っ
て
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
お
り
、
寺
社
本
所
に
と

っ
て
は
幕
府
か
ら
の
情
報
を
入
手
し
、
自
己
が
関
わ
る
訴
訟
を
早
く
進
め
て
も
ら
う
と
い
う
実
利
的
な
点
に
あ
る
。
文
筆
官
僚
で
あ
る

か
ら
可
能
と
も
い
え
る
別
奉
行
は
、
奉
行
人
の
才
覚
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
、
有
能
な
奉
行
人
個
人
に
給
付
さ
れ

る
所
領
は
長
続
き
し
な
い
こ
と
を
、
山
家
浩
樹
は
多
数
の
奉
行
人
所
領
の
分
析
か
ら
指
摘
し
た︶

9
︵

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
南
北
朝
内
乱
期

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、
成
立
期
の
室
町
幕
府
奉
行
人
に
つ
い
て
は
な
お
論
じ
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
が

お
も
に
完
成
形
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
室
町
幕
府
奉
行
人
の
濫
觴
期
が
主
題
と
な
る
。
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一　

足
利
直
義
裁
許
状
に
見
る
奉
行
人
書
下

１　

書
下
と
当
参

足
利
直
義
裁
許
状
に
は
、
下
知
に
至
る
過
程
が
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
足
利
直
義
裁
許
状
を
対
象
と

し
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
奉
行
人
書
下
も
し
く
は
そ
れ
が
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

暦
応
四
年
︵
一
三
四
一
︶
九
月
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

10
︵

は
、
河
内
国
丹
下
郡
西
島
地
頭
職
に
つ
い
て
、
田
村
助
三
郎
が
島
津
道
鑑

の
濫
妨
を
訴
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
田
村
助
三
郎
に
は
召
文
が
出
さ
れ
た
も
の
の
請
文
に
及
ば
ず
、
島
津
道
鑑
の
領
知
が
行
な
わ
れ

た
が
、
続
い
て
三
池
三
郎
蔵
人
の
近
房
で
あ
る
女
子
中
原
氏
が
島
津
道
灌
を
訴
え
、
道
鑑
は
陳
状
を
提
出
し
た
。
田
村
と
中
原
氏
女
と

の
関
係
は
見
出
せ
な
い
。
中
原
氏
女
は
「
乍
当
参
、
為
訴
人
無
音
之
間
、
書
下
之
上
、
去
後
四
月
十
日
、
以
大
野
弥
三
郎
光
尚
幷
性
遵

使
者
、
重
催
促
畢
、
雖
然
尓
今
不
参
」
と
い
う
こ
と
で
、
訴
陳
状
に
基
づ
き
審
議
が
行
な
わ
れ
、
道
鑑
の
勝
訴
と
な
っ
て
い
る
。

右
に
見
え
る
「
書
下
」
は
動
詞
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が
順
当
で
あ
る
が
、
書
下
す
と
い
う
行
為
と
と
も
に
書
下

が
発
給
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
。
ま
た
、
使
節
で
あ
る
大
野
光
尚
と
安
威
性
遵
は
重
ね
て
の
催
促
に
及
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、閏
四
月
一
〇
日
以
前
の
書
下
の
段
階
で
も
同
様
に
使
節
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、「
訴
人
無
音
」「
尓

今
不
参
」
と
い
う
こ
と
で
手
続
き
へ
の
違
背
を
根
拠
に
中
原
氏
女
の
敗
訴
と
い
う
結
末
も
あ
り
得
る
が
、
訴
陳
状
に
よ
る
審
議
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
書
下
が
無
視
さ
れ
た
こ
と
を
以
て
結
審
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
の
書
下
は
、
訴
人
の
召
喚
と
い
う
裁
判

手
続
き
の
一
環
で
あ
り
、
沙
汰
付
命
令
や
打
渡
状
の
よ
う
な
論
所
の
知
行
人
の
変
更
／
認
定
の
よ
う
な
役
割
は
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
ま
た
、
書
下
が
発
給
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
中
原
氏
女
が
「
当
参
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
当
参
」
を
理
由
と
し
て
書
下
が
発
給
さ
れ
た
事
例
は
、
他
に
、
暦
応
四
年
︵
一
三
四
一
︶
十
二
月
二
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

11
︵

、
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康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
閏
二
月
二
十
一
日
同
裁
許
状︶

12
︵

が
あ
る
。
前
者
は
、
以
前
に
仁
和
寺
領
摂
津
国
吉
志
庄
に
つ
い
て
中
沢
次
郎
左

衛
門
尉
佐
綱
の
押
妨
が
あ
っ
た
が
、
建
武
四
年
︵
一
三
三
七
︶
七
月
七
日
の
「
施
行
」
と
同
八
月
八
日
の
「
渡
状
」
に
よ
っ
て
庄
家
へ

の
沙
汰
付
が
行
な
わ
れ
、
仁
和
寺
の
知
行
が
実
現
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
仁
木
義
長
代
官
ら
の
押
妨
が
あ
り
、
暦
応
三
年
六
月
十
八
日

に
召
文
が
作
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
暦
応
四
年
九
月
十
四
日
、
以
両
奉
行
人
︿
性
遵
・
光
尚
﹀
使
者
、
雖
書
下
義
長
代
、
不
事
行
之
処
、

正
員
当
参
之
間
、
十
一
月
三
日
以
同
使
者
、
重
催
促
畢
」
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
論
人
が
回
答
し
な
い
た
め
、︵
召
文
︶

難
渋
之
咎
に
よ
り
結
審
し
、
濫
妨
之
咎
と
し
て
寺
社
修
理
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
の
経
緯
は
前
の
も
の
と
よ
く
似
て
お
り
、
書
下

と
そ
の
前
後
の
手
続
き
文
書
へ
の
違
背
へ
の
対
応
こ
そ
異
な
る
が
、
書
下
の
役
割
や
書
下
が
発
給
さ
れ
奉
行
人
が
使
節
と
な
っ
た
理
由

は
、
一
方
の
当
事
者
︵
論
人
︶
が
「
当
参
」
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
閏
二
月
二
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状
は
、
最
勝
光
院
領
遠
江
国
村
櫛
庄
に
つ
き
、
地
頭
高
師
兼
が
寺
用
米

を
抑
留
す
る
た
め
、
度
々
に
わ
た
っ
て
奉
書
を
遣
わ
す
も
の
の
無
音
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
就
当
参
同
︵
康
永
元
︶
十
二
月
十
三
日
去
年

五
月
一
日
以
両
奉
行
人
︿
信
重
・
宏
昭
﹀
使
者
幷
書
下
雖
催
促
、
于
今
不
弁
申
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
た
め
、
訴
人
の
主
張
を
認
め
る

裁
許
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
書
下
は
召
文
で
は
な
く
問
状
と
解
さ
れ
る
が
、
裁
判
の
手
続
き
文
書
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
こ
の
事
例
で
も
、
書
下
の
発
給
と
奉
行
人
が
使
節
と
な
る
の
は
論
人
が
「
当
参
」
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な
る
。

こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
当
参
の
意
味
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
の
が
、
暦
応
四
年
︵
一
三
四
一
︶
九
月
二
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

13
︵

で
あ
る
。
豊
後
国
来
縄
郷
内
に
つ
い
て
、
こ
の
裁
許
状
は
冒
頭
に
、「
右
地
者
、
去
年
正
月
十
八
日
︵
田
原
︶
貞
広
拝
領
之
処
、
戸
次

余
三
頼
―
︿
忠
字
有
憚
﹀
押
領
之
由
、
就
訴
申
之
、
可
沙
汰
付
下
地
之
由
、
同
年
九
月
廿
八
日
仰
少
輔
太
郎
入
道
々
猷
之
処
、
頼
―
上

洛
之
間
、
去
六
月
十
八
日
書
下
之
処
、
頼
―
七
月
十
一
日
下
取
本
解
状
、
同
廿
八
日
進
請
文
」
と
あ
り
、
こ
の
請
文
で
戸
次
頼
忠
は
「
御

書
下
」
に
し
た
が
っ
て
田
原
貞
広
に
下
地
の
返
還
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
書
下
を
も
た
ら
す
使
節
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
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な
い
が
、
戸
次
頼
忠
が
上
洛
し
て
い
て
、
彼
に
書
下
を
渡
せ
た
こ
と
で
裁
判
が
進
展
し
裁
許
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
暦
応
四
年
五

月
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

14
︵

も
、
事
態
は
同
様
で
、
豊
後
国
田
染
庄
内
に
つ
い
て
、
裁
許
状
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
論
人
の
一
人

と
し
て
田
原
貞
広
に
尋
ね
下
し
て
お
り
、
田
原
貞
弘
は
請
文
を
提
出
し
て
い
る
。
訴
論
人
の
位
置
付
け
は
代
わ
っ
て
い
る
が
、
田
原
貞

広
は
自
分
が
訴
人
と
な
る
訴
訟
に
関
し
て
上
洛
し
て
お
り
、
論
人
の
一
人
と
し
て
別
の
裁
判
に
関
わ
っ
て
い
た
た
め
、
直
接
、
彼
に
尋

問
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
以
上
に
見
る
当
参︶

15
︵

と
は
、
当
事
者
の
居
所
と
い
う
地
理
的
な
条
件
を
考
慮
し
た
表
現
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
地
理

的
条
件
に
即
し
た
職
務
を
任
じ
ら
れ
る
者
の
身
分
呼
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
足
利
義
詮
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
山
城
国
を
対
象

と
し
た
寺
社
本
所
領
の
返
付
を
命
じ
る
法
令︶

16
︵

で
は
、

当
参
奉
公
仁
…
不
日
可
去
渡
之
旨
、
直
被
召
仰
…

在
国
武
士
以
下
者
…
差
遣
官
軍
可
加
治
罰
…

と
、
当
参
奉
公
と
在
国
武
士
が
対
比
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
参
と
は
「
ま
さ
に
参
る
べ
き
」
者
で
あ
り
、
京
都
近
郊
に
宿
所
を
持

つ
者
と
考
え
ら
れ
る
。
当
参
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幕
府
奉
行
人
が
使
節
と
な
っ
て
書
下
を
持
っ
て
論
人
の
と

こ
ろ
に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
幕
府
奉
行
人
が
職
場
を
離
れ
て
も
支
障
の
な
い
距
離
の
う
ち
に
論
人
の
居
所
が
あ
っ
た
か
ら
と
理

解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
近
年
、
幕
府
奉
行
人
が
一
面
で
は
畿
内
武
士
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
論
稿
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
幕

府
吏
僚
の
と
し
て
の
側
面
は
幕
府
に
出
仕
し
て
こ
そ
顕
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
彼
ら
の
職
掌
が
基
本
的
に
は
本
人
一
代
の
能
力
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
奉
行
人
の
所
領
が
相
伝
さ
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
山
家
浩
樹︶

17
︵

の
主
張
に
も
齟
齬
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
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２　

奉
行
人
使
節
と
書
下

裁
許
状
で
は
、
訴
状
・
陳
状
の
引
用
が
多
く
を
占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
節
で
足
利
直
義
裁
許
状
を
分
析
対
象
と
し
て
得
ら
れ
た

見
解
は
、
訴
状
・
陳
状
に
も
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
訴
状
・
陳
状
の
中
か
ら
、
奉
行
人
の
使
節
と
書
下
に
つ
い
て
わ

か
る
事
例
を
み
て
い
き
た
い
。

宝
荘
厳
院
領
阿
波
国
大
野
庄
本
家
職
は
、
宝
荘
厳
院
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
東
寺
が
荘
務
を
担
っ
て
き
た
が
、
建
武
年
間
以
来
、
守
護

代
の
押
領
が
続
き
、
朝
廷
へ
の
出
訴
を
経
て
、
幕
府
に
訴
訟
が
移
管
さ
れ
た︶

18
︵

。
幕
府
は
貞
和
二
年
︵
一
三
四
六
︶
九
月
十
三
日
・
同
年

十
月
十
五
日
と
奉
行
人
︵
単
使
の
名
の
み
記
さ
れ
る
︶
に
訴
状
を
封
じ
遣
わ
し
た︶

19
︵

が
散
状
に
及
ば
な
い
た
め
、
同
年
十
二
月
二
十
日
裁

許
が
下
さ
れ
る︶

20
︵

と
き
に
論
人
か
ら
「
内
談
之
砌
」
に
弁
明
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
回
答
な
し
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
、
反
駁

す
る
も
の
で
あ
る
。

康
永
二
年
︵
一
三
四
三
︶
九
月
日
摂
津
国
垂
水
庄
司
朝
倉
重
方
重
申
状︶

21
︵

は
、
重
方
の
母
尼
証
円
と
東
寺
雑
掌
祐
実
と
の
間
で
問
答
が

行
な
わ
れ
た
の
ち
、
証
円
か
ら
譲
与
さ
れ
た
と
す
る
重
方
が
祐
実
の
回
答
を
求
め
、
康
永
二
年
七
月
二
十
三
日
・
同
年
八
月
十
二
日
と

奉
行
人
書
下
が
発
給
さ
れ
た
が
未
だ
に
回
答
が
な
い
た
め
、「
書
下
違
背
篇
」
に
よ
り
、
勝
訴
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
十
月
日
遠
江
国
村
櫛
庄
雑
掌
定
祐
重
申
状
案︶

22
︵

は
、
前
述
の
康
永
三
年
閏
二
月
二
十
一
日
足
利
直
義
裁
許
状

に
続
く
話
で
あ
り
、
裁
許
状
発
給
に
も
関
わ
ら
ず
事
態
は
改
善
さ
れ
ず
、「
今
年
七
月
被
封
訴
状
以
御
奉
行
使
者
被
催
促
之
処
、
尚
以

違
背
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
再
度
、
裁
許
状
の
発
給
を
求
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
発
給
さ
れ
た
の
は
、
抑
留
年
貢

の
究
済
を
命
じ
る
康
永
三
年
十
月
十
八
日
引
付
頭
人
奉
書︶

23
︵

で
あ
っ
た
。

右
の
事
例
は
、
裁
許
状
と
執
行
を
命
じ
る
手
続
き
文
書
と
の
機
能
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
裁
許
状
は
、
訴
論
人
の
ど
ち
ら

の
主
張
が
正
当
か
を
決
定
す
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
裁
許
状
の
内
容
を
実
現
す
べ
く
「
任
下
知
状
」
せ
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て
沙
汰
付
を
命
じ
る
手
続
き
文
書
が
発
給
さ
れ
な
け
れ
ば
、
事
態
は
解
決
し
な
い
。
右
の
事
例
は
、
裁
許
状
︵
下
知
状
︶
を
求
め
る
訴

人
の
主
張
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
、
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
は
ず
の
抑
留
年
貢
の
救
済
を
具
体
的
に
論
人
に
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
文
書
の
発
給
で
事
態
が
解
決
す
る
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
よ
る
限
り
想
定
し
難
い
。
し
か
し
、
裁
判
と
い
う
方

法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
が
も
っ
と
も
実
際
的
で
あ
り
、
有
効
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い︶

24
︵

。

二　
「
訴
状
封
下
」

し
か
し
、
足
利
直
義
裁
許
状
か
ら
奉
行
人
書
下
発
給
の
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
の
事
例
の
後
、
で
き

な
く
な
る
。
論
人
が
問
状
に
回
答
し
な
い
、
ま
た
は
召
文
に
応
じ
な
い
と
い
っ
た
事
例
は
引
き
続
き
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
理
由
と
し

て
奉
行
人
書
下
の
発
給
に
及
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
康
永
三
年
の
引
付
方
再
編
に
関
し
て
、
引
付
頭

人
奉
書
の
多
く
が
問
状
・
召
文
よ
り
沙
汰
付
命
令
文
書
と
し
て
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
岩
元
修
一
の
指
摘︶

25
︵

が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
引
付
頭
人
奉
書
で
も
担
っ
て
き
た
問
状
・
召
文
の
機
能
が
奉
行
人
書
下
に
移
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
問
状
・
召
文
と
し
て
奉
行

人
書
下
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
、
こ
と
さ
ら
の
理
由
が
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
と
推
測
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
奉
行
人
書
下
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
引
付
頭
人
奉
書
の
多
く
が
沙
汰
付
を
命
じ
る
こ
と
で
、
相

対
的
に
問
答
・
対
決
の
手
続
き
を
取
る
裁
判
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
奉
行
人
書
下
に
即
し
て
新
た
な
事
情
が
見
出

せ
な
い
か
と
い
う
と
、「
訴
状
封
下
」
と
い
う
手
続
き
が
関
連
し
て
行
な
わ
れ
る
事
例
を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
訴
状
封
下
」
に
つ
い
て
は
岩
元
修
一
の
専
論︶

26
︵

が
あ
り
、
岩
元
に
よ
れ
ば
、「
訴
状
封
下
」
に
は
二
種
類
が
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
裏
封

を
し
た
訴
状
が
当
事
者
に
宛
て
て
出
さ
れ
る
方
式
、
も
う
ひ
と
つ
は
裏
封
し
た
訴
状
が
守
護
や
使
節
に
宛
て
て
出
さ
れ
る
方
式
で
、
室
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町
幕
府
の
場
合
、
後
者
の
方
式
が
採
用
さ
れ
、
守
護
や
使
節
は
幕
府
に
請
文
を
提
出
す
る
義
務
を
負
い
、
幕
府
命
令
が
執
行
さ
れ
た
か

否
か
が
把
握
で
き
る
利
点
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

「
訴
状
封
下
」
の
手
続
き
が
見
ら
れ
る
の
は
、
貞
和
二
年
︵
一
三
四
六
︶
六
月
十
七
日
の
尾
張
国
海
東
庄
内︶

27
︵

、
同
年
十
二
月
二
十
七

日
の
尾
張
国
門
真
庄
内︶

28
︵

、
貞
和
三
年
︵
一
三
四
七
︶
四
月
十
七
日
の
出
雲
国
加
賀
庄︶

29
︵

、
貞
和
五
年
︵
一
三
四
九
︶
五
月
二
十
八
日
紀
伊

国
三
上
庄︶

30
︵

に
関
す
る
四
通
の
足
利
直
義
裁
許
状
で
あ
る
。

貞
和
二
年
︵
一
三
四
六
︶
六
月
の
事
例
で
は
、す
で
に
正
和
元
年
︵
一
三
一
二
︶
に
和
与
が
な
さ
れ
下
知
状
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

和
与
の
相
手
で
あ
る
地
頭
村
田
政
盛
の
子
息
で
あ
る
村
田
朝
光
に
よ
る
年
貢
未
進
が
訴
え
ら
れ
、
村
田
朝
光
が
常
陸
国
に
下
向
し
た
た

め
、
守
護
で
あ
る
佐
竹
貞
義
が
「
去
年
十
一
月
六
日
・
同
十
二
月
九
日
両
度
就
封
下
訴
状
」
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
村
田
朝
光
か
ら
散
状

︵
請
文
︶
が
提
出
さ
れ
た
。
朝
光
は
代
官
か
ら
回
答
さ
せ
る
と
応
じ
た
が
、
出
頭
は
な
く
、
裁
許
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
事
例
の
場
合
は
、
論
人
が
常
陸
国
に
い
る
た
め
、
守
護
を
介
し
て
「
訴
状
封
下
」
に
及
ん
で
お
り
、
結
局
は
裁
判
手
続
き
に
従

わ
な
い
︵
出
頭
し
な
い
︶
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
裁
許
に
至
っ
て
い
る
が
、「
訴
状
封
下
」
を
以
て
直
ち
に
判
決
に
及
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。「
訴
状
封
下
」
は
あ
く
ま
で
も
裁
判
を
進
行
さ
せ
る
た
め
の
手
続
き
で
あ
る
。

貞
和
二
年
︵
一
三
四
六
︶
十
二
月
の
事
例
で
は
、
尾
張
国
門
真
庄
三
腰
村
に
つ
い
て
、
摂
津
右
近
将
監
某
の
押
領
が
あ
る
と
し
て
、

「
去
年
五
月
十
三
日
封
下
訴
状
、今
年
二
月
二
十
九
日
重
両
奉
行
人
飯
尾
修
理
進
入
道
宏
昭
幷
利
泰
使
者
、就
触
遣
之
、乍
請
取
本
解
状
、

不
及
陳
謝
」
と
し
て
、
抑
留
物
の
返
却
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
奉
行
人
が
使
節
と
な
っ
て
「
封
下
訴
状
」
を
行
な
い
、

さ
ら
に
催
促
を
重
ね
た
に
も
関
わ
ら
ず
論
人
か
ら
の
反
応
が
な
い
こ
と
を
以
て
、
裁
許
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
於
所
務
之
論
者
、

追
可
糺
明
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
摂
津
某
の
押
領
と
そ
の
抑
留
物
で
あ
っ
て
、
論
所
の
知
行
人
を
裁
定
す
る

こ
と
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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貞
和
三
年
︵
一
三
四
七
︶
四
月
十
七
日
の
事
例
で
は
、
出
雲
国
加
賀
庄
に
つ
い
て
地
頭
尼
空
仙
が
年
貢
を
抑
留
し
て
い
る
と
し
て
、

貞
和
二
年
三
月
十
三
日
・
同
年
四
月
十
四
日
、
守
護
佐
々
木
導
誉
が
「
訴
状
封
下
」
に
及
ん
だ
と
こ
と
、
守
護
代
請
文
・
論
人
請
文
が

提
出
さ
れ
、
裁
許
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
守
護
が
「
訴
状
封
下
」
を
行
な
っ
た
理
由
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
敢
え
て
理
由
を

記
す
ま
で
も
な
い
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
和
五
年
︵
一
三
四
九
︶
五
月
二
十
八
日
の
事
例
で
は
、
紀
伊
国
三
上
庄
に
つ
き
、
地
頭
ら
が
年
貢
を
抑
留
し
て
い
る
と
し
て
、「
或

封
下
訴
状
、或
雖
遣
両
奉
行
人︶

31
︵

、于
今
不
承
引
」と
し
て
、地
頭
ら
の
罪
科
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、「
或
い
は
…
、或
い
は
…
」

と
い
う
表
記
か
ら
、
両
奉
行
人
が
「
訴
状
封
下
」
を
行
な
っ
て
い
る
か
厳
密
に
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、「
訴
状
封
下
」
と
奉
行
人

両
使
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

以
上
、「
訴
状
封
下
」
の
場
合
は
、
守
護
ま
た
は
奉
行
人
が
関
与
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
守
護
の
関
与
の
場
合
は
、
や
は
り
奉
行

人
の
下
向
で
は
対
応
し
難
い
距
離
に
論
所
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
訴
状
封
下
」
も
奉
行
人
書
下
を
持
っ
て
奉
行
人
両
使
が
発
向
す
る
場
合
も
、
裁
判
手
続
き
を
進
め
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ

で
は
、
奉
行
人
両
使
が
発
向
で
き
る
場
合
、
彼
ら
が
論
所
も
し
く
は
論
人
の
と
こ
ろ
に
赴
い
た
場
合
、
裁
判
の
進
行
に
影
響
が
出
る
の

で
あ
ろ
う
か
。三　

奉
行
人
両
使

こ
こ
で
は
、
奉
行
人
が
使
節
と
し
て
発
行
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
か
、
奉
行
人
書
下
の
発
給
の
如
何
を
問
わ
ず
見

て
い
き
た
い
。
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暦
応
二
年
︵
一
三
三
九
︶
八
月
二
十
七
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

32
︵

で
は
、
播
磨
国
須
富
庄
北
方
地
頭
職
に
つ
き
、
成
田
基
員
の
要
求
に
し

た
が
っ
て
二
度
の
沙
汰
付
命
令
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
論
所
を
宛
て
行
な
っ
た
赤
松
円
心
請
文
な
ど
が
出
さ
れ
て
反
論
さ
れ
た
の
で
、
再

度
、
成
田
基
員
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
奉
行
人
両
使
の
発
向
と
奉
行
人
書
下
の
発
給
が
な
さ
れ
、
赤
松
円
心
代
官
が
引
付
に
召
喚
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
要
点
を
避
け
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
再
度
、
両
奉
行
人
が
催
促
し
た
が
召
喚
に
応
じ
ず
、
近
隣
に
尋
ね
て
、

成
田
基
員
の
代
官
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
円
岡
心
三
郎
の
領
知
と
決
せ
ら
れ
た
。

こ
の
事
例
で
は
、
赤
松
円
心
の
主
張
の
是
非
が
問
わ
れ
、
守
護
代
が
円
岡
心
三
郎
の
謀
叛
の
可
能
性
を
主
張
し
た
た
め
、
守
護
を
介

す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
奉
行
人
で
は
な
い
両
使
の
発
向
で
も
よ
い
。
さ
ら
に
再
度
の
奉
行
人
両
使
発
向

に
つ
い
て
は
、
召
文
に
応
じ
な
い
論
人
に
対
す
る
催
促
で
あ
り
、
困
難
な
業
務
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

貞
和
三
年
︵
一
三
三
九
︶
四
月
十
七
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

33
︵

で
は
、
美
濃
国
遠
山
庄
内
手
向
郷
地
頭
職
に
つ
い
て
、
長
井
貞
泰
代
頼
持

と
遠
山
加
藤
景
房
代
心
光
が
争
う
。
こ
の
相
論
は
遠
山
加
藤
景
房
の
祖
朝
廉
の
押
領
を
訴
え
、
明
石
法
遵
が
担
当
し
て
獲
得
し
た
下
文

を
無
効
と
し
、
仁
政
方
に
お
い
て
安
堵
さ
れ
る
べ
く
頼
持
が
訴
え
た
の
で
内
談
︵
方
︶
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
方
、
頼
持
は
恩
賞

方
に
も
斉
藤
利
泰
を
奉
行
と
し
て
訴
え
を
起
こ
し
、
内
談
︵
方
︶
に
働
き
か
け
て
い
た
。
そ
こ
で
雑
賀
貞
尚
を
奉
行
と
し
て
、
頼
持
に

尋
ね
下
し
た
と
こ
ろ
、
陳
状
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
談
の
座
に
両
人
を
召
喚
し
対
決
を
経
て
、
裁
許
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
の
裁
判
で
は
幕
府
の
各
部
局
が
関
わ
っ
て
お
り
、
奉
行
人
と
し
て
は
単
使
が
問
状
を
も
た
ら
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
複

数
の
部
局
が
関
与
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
奉
行
人
が
使
節
と
な
っ
て
訴
陳
に
番
え
、
対
決
と
な
っ
た
こ
と
で
結
審
に
向
か
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
奉
行
人
が
裁
判
手
続
き
を
進
め
る
効
果
を
果
た
し
て
い
る
。

貞
和
四
年
︵
一
三
四
八
︶
十
月
九
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

34
︵

で
は
、
東
福
寺
領
石
見
国
都
野
郷
に
つ
い
て
、
羽
禰
時
継
の
濫
妨
が
訴
え
ら

れ
、
貞
和
三
年
︵
一
三
四
七
︶
五
月
十
八
日
・
同
年
九
月
十
二
日
に
催
促
し
た
が
反
応
が
な
く
、
貞
和
四
年
七
月
十
一
日
、
奉
行
人
両
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使
が
さ
ら
に
催
促
し
て
も
「
無
音
」
で
陳
状
の
提
出
が
な
く
、
東
福
寺
の
勝
訴
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
貞
和
四
年
十
月
十
七
日
足
利
直
義
裁
許
状︶

35
︵

で
は
、
周
防
国
仁
保
庄
に
つ
い
て
安
芸
貞
敏
が
初
任
検
注
を
抑
留
し
た
た
め
、
貞
和

三
年
十
一
月
十
五
日
・
貞
和
四
年
三
月
十
九
日
と
使
者
を
派
遣
し
た
、
さ
ら
に
同
年
八
月
廿
四
日
に
は
中
沢
信
綱
・
資
連
を
派
遣
し
た

が
「
難
渋
」
が
続
い
て
い
る
た
め
、
東
福
寺
の
勝
訴
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
二
例
で
は
、
奉
行
人
両
使
が
派
遣
さ
れ
る
以
前
、
二
度
の
催
促
が
な
さ
れ
て
も
反
応
が
な
く
、
さ
ら
に
奉
行
人
両
使
も
効
果

を
上
げ
て
い
な
い
。
石
見
・
周
防
と
い
う
論
所
の
位
置
か
ら
、
奉
行
人
両
使
が
現
地
に
下
向
し
た
か
や
や
疑
問
で
あ
る
が
、「
重
雖
触
遣
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奉
行
人
本
人
で
な
く
て
も
代
官
が
下
向
し
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
二
例
で
は
、
奉
行
人

両
使
は
効
果
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
論
人
の
反
応
が
な
い
ま
ま
に
結
審
す
る
こ
と
で
裁
判
は
終
了
し
て
い
る
。
奉
行
人
両
使
で
な
く
て

も
「
論
人
不
参
」「
不
及
請
文
散
状
」
と
い
う
理
由
で
裁
許
に
至
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
の
で
、
こ
の
二
例
を
特
別
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
奉
行
人
両
使
は
、
そ
れ
ま
で
の
使
節
︵
ま
た
は
守
護
︶
で
は
裁
判
が
進
行
し
な
い
と
さ
れ
た
と

き
、
裁
判
を
先
に
進
め
る
こ
と
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
よ
う︶

36
︵

。

四　

奉
行
人
書
下
と
裁
判
手
続
き

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
煩
を
厭
わ
ず
奉
行
人
書
下
が
出
さ
れ
た
日
付
や
訴
状
封
下
の
日
付
を
記
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
を

日
付
ご
と
に
集
計
す
る
た
め
の
典
拠
と
し
て
の
意
味
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
奉
行
人
書
下
と
奉
行
人
に
よ
る
訴
状
封
下

を
日
付
ご
と
に
記
す
と
、
一
日
、
三
日
、
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日
、
十
三
日
︵
二
例
、
一
例
は
訴
状
封
下
︶、
十
四
日
︵
二
例
、
一

例
は
訴
状
封
下
︶、
十
五
日
︵
訴
状
封
下
︶、
十
八
日
、
二
十
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
、
二
十
九
日
と
な
る
︵
傍
線
を
付
し
た
箇
所
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は
康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
三
月
以
後
︶。
集
計
事
例
が
少
な
い
難
点
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
特
定
の
日
付
に
集
中
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
こ
と
、
あ
え
て
指
摘
す
れ
ば
、
十
三
日
・
十
四
日
に
複
数
の
事
例
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
結
果
を
、
岩
元
修
一
が
作
成
し
た
引
付
頭
人
奉
書
の
日
付
別
集
計︶

37
︵

と
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
日
付
が
分
散
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
そ
の
上
で
、
康
永
三
年
︵
一
三
四
四
︶
三
月
の
引
付
方
再
編
を
経
て
も
、
四
日
、
八
日
、
十
四
日
、
十
八
日
、
二
十
四
日
、

二
十
八
日
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
日
の
ズ
レ
は
何
ら
か
の
事
情
で
式
日
そ
の
も
の
が
臨
時
に
移
動
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
康
永
三
年
以
後
は
、
奉
行
人

書
下
と
引
付
頭
人
発
給
を
決
定
す
る
日
付
は
重
な
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

沙
汰
付
を
命
じ
る
引
付
頭
人
奉
書
は
、
そ
れ
だ
け
で
論
所
の
現
状
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
奉
行
人
書
下
は
通
常
の

裁
判
の
手
続
き
を
先
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず
現
状
に
介
入
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
二
種
類
の

裁
判
手
続
き
が
康
永
三
年
︵
一
三
三
四
︶
三
月
以
降
は
、
同
じ
日
付
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
再
編
さ
れ
た
引
付
方
︵
内
談
方
︶
は
所
務

相
論
を
総
合
的
に
処
理
で
き
る
機
関
と
し
て
、
二
種
類
の
裁
判
手
続
き
を
同
じ
日
に
処
理
し
た
こ
と
に
な
る
。

伊
勢
国
泊
浦
小
里
村
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
雑
掌
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
遅
く
と
も
暦
応
元
年
︵
一
三
三
八
︶
か
ら
濫
妨
の
対
象
と
な
っ

て
い
た︶

38
︵

。
暦
応
二
年
四
月
お
よ
び
同
六
月
段
階
で
は
守
護
に
濫
妨
停
止
が
命
じ
ら
れ
、
同
七
月
か
ら
両
使
遵
行
と
な
る
。
両
使
遵
行
は

こ
の
あ
と
三
回
行
な
わ
れ
、
康
永
元
年
︵
一
三
四
二
︶
十
二
月
、
新
任
守
護
で
あ
る
仁
木
義
長
に
遵
行
が
命
じ
ら
れ
る
。
遵
行
命
令
の

繰
り
返
し
で
あ
り
、
暦
応
二
年
︵
一
三
三
九
︶
七
月
の
両
使
請
文
は
「
悪
党
人
」
の
与
同
を
報
告
し
て
お
り
、
同
様
の
訴
訟
を
繰
り
返

さ
ず
、
こ
こ
で
強
硬
な
主
張
に
切
り
替
え
、
裁
許
状
を
求
め
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は

当
事
者
の
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
状
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
当
事
者
の
判
断
は
延
々
と
遵
行
命
令
に
よ
る
解
決
を

望
ん
だ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
り
あ
え
ず
原
状
回
復
を
求
め
る
か
、
双
方
の
主
張
を
尽
く
し
て
正
当
性
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
裁
判
手
続

き
が
併
存
す
る
中
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
当
事
者
の
判
断
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
者
を
選
択
し
て
も
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
知

行
を
実
現
す
る
た
め
に
は
沙
汰
付
が
必
要
と
な
る
し
、
論
人
が
裁
判
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
足
利
直
義
裁
許
状
に
見

る
事
例
の
多
く
は
、
形
式
的
に
は
論
人
に
陳
弁
の
機
会
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
論
人
が
回
答
す
る
と
は
限
ら
ず
、
結
果
と
し
て
一
方

的
な
裁
許
と
い
う
実
態
が
生
じ
て
し
ま
う
。

奉
行
人
両
使
は
こ
の
よ
う
に
停
滞
す
る
裁
判
を
先
に
進
め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
論
所
近
隣
に
尋
ね
下
し

て
い
る
事
例
な
ど
は
、
奉
行
人
と
論
所
近
隣
と
の
地
域
的
な
関
係
を
想
定
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合
、

奉
行
人
が
両
使
と
な
り
、
さ
ら
に
自
ら
署
判
し
た
書
下
を
持
参
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
事
者
の
視
点
に
立
て
ば
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、
奉
行
人
が
畿
内
武
士
で
あ
る
と
し

て
地
域
社
会
の
紛
争
に
地
域
の
一
員
と
し
て
関
与
し
て
い
く
こ
と
︵「
悪
党
」
の
中
に
加
わ
っ
て
い
く
の
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
手
段
と

い
え
よ
う
︶
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
幕
府
吏
僚
と
し
て
の
「
権
威
」
に
依
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
渡
邉
元
観
が
述
べ

て
い
る︶

39
︵

よ
う
に
、
奉
行
人
も
ま
た
当
参
で
あ
る
限
り
、
彼
ら
は
い
わ
ば
傍
輩
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
幕
府
奉
行
人
の
書
下
で
あ
る
こ
と

を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
幕
府
吏
僚
と
い
う
「
効
果
」
が
期
待
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
裁
判
手
続
き︶

40
︵

を
進
め
得
た
の
と
い
う
こ
と
も
で
き

よ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て

今
日
ま
で
、
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
を
も
っ
と
も
多
く
簡
便
に
閲
覧
で
き
る
の
は
、﹃
室
町
幕
府
文
書
集
成　

奉
行
人
奉
書
篇
﹄
上

下︶
41
︵

で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
集
は
、
凡
例
に
あ
る
よ
う
に
、「
仍
執
達
如
件
」「
仍
下
知
如
件
」「
之
条
如
件
」
な
ど
の
書
止
文
言
を
も
ち
、

「
恐
々
謹
言
」
な
ど
の
書
状
様
式
と
見
ら
れ
る
書
止
文
言
を
持
た
な
い
こ
と
が
採
録
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
奉
書
文
言
」

の
有
無
を
基
準
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
書
下
と
奉
書
が
内
容
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
い
う
本
稿
の
関
心

を
支
持
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
明
徳
年
間
ま
で
は
「
南
北
朝
時
代
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
奉
行
人
発
給
文
書

の
残
存
が
少
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
分
析
を
加
え
た
今
谷
明
は
、
初
期
の
奉
行
人
奉
書
の
様
式
が
宛
て
先
に
よ
っ
て
区
別

さ
れ
ず
、
用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

問
状
・
召
文
…
折
紙
・
書
下
年
号
・
実
名
書

打
渡
…
竪
紙
・
書
下
年
号
・
直
状
↓
奉
書
・
官
途
書

と
ま
と
め
て
い
る︶

42
︵

。
こ
れ
は
後
の
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
が
た
と
え
ば
「
名
主
沙
汰
人
中
」
を
宛
て
先
と
す
る
場
合
に
は
折
紙
を
用
い

る
と
い
う
説
明︶

43
︵

と
は
異
な
る
使
用
法
が
、
初
期
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

﹃
室
町
幕
府
文
書
集
成　

奉
行
人
奉
書
篇
﹄
に
よ
る
限
り
、
足
利
直
義
執
政
期
の
奉
行
人
奉
書
︵
も
し
く
は
書
下
︶
は
ほ
ぼ
問
状
・

召
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
引
付
頭
人
奉
書
が
沙
汰
付
を
命
じ
、
い
わ
ゆ
る
特
別
訴
諸
手
続
を
担
当
し
、
訴
論
人
双
方
に
よ
っ
て
進
行
す

べ
き
裁
判
の
諸
手
続
き
文
書
は
奉
行
人
奉
書
／
書
下
が
担
当
し
た
と
い
う
見
通
し
を
も
た
ら
す
。

続
く
足
利
義
詮
執
政
期
に
は
、
引
付
方
の
混
乱
に
よ
り
、
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
が
沙
汰
付
を
命
じ
る
と
い
う
事
態
す
ら
登
場
す
る
。
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今
、
注
目
す
べ
き
は
、
貞
治
五
年
︵
一
三
六
六
︶、
い
わ
ゆ
る
貞
治
政
変
に
よ
っ
て
没
落
し
た
斯
波
氏
の
若
狭
国
と
こ
れ
に
関
係
し
た

赤
松
氏
領
国
の
摂
津
国
に
幕
府
奉
行
人
を
送
り
込
ん
で
、
寺
社
本
所
領
の
回
復
を
図
ろ
う
と
し
た
一
件
で
あ
る
。

次
に
若
狭
国
を
対
象
と
し
た
寺
社
本
所
領
の
返
付
を
図
る
奉
行
人
書
下
を
列
挙
す
る
。

︻
若
狭
国
①︶

44
︵

︼

徳
禅
寺
領
名
田
庄
内
田
村
・
下
村
・
知
見
・
井
上
事
、
任
被
仰
下
之
旨
、
沙
汰
付
下
地
於
寺
家
雑
掌
訖
、
仍
渡
状
如
件
、

　
　
　

貞
治
五
年
九
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙︵
白
井
行
胤
︶

　

弥
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右︵
斉
藤
康
之
︶

衛
門
尉
︵
花
押
︶

︻
若
狭
国
②︶

45
︵

︼

長
日
泰
山
府
君
料
所
若
狭
国
名
田
庄
内
上
村
事
、
任
被
仰
下
之
旨
、
沙
汰
付
下
地
於
前
陰
陽
頭
有
世
朝
臣
代
訖
、
仍
渡
状
如
件
、

　
　
　

貞
治
五
年
九
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙︵
白
井
行
胤
︶

　

弥　
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右︵
斎
藤
康
行
︶

衛
門
尉
︵
花
押
︶

︻
若
狭
国
③︶

46
︵

︼

廬
山
寺
領
若
狭
国
前
川
庄
領
家
職
事
、
任
御
事
書
之
旨
、
沙
汰
付
下
地
於
雑
掌
訖
、
仍
渡
状
如
件
、

　
　
　

貞
治
五
年
九
月
二
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙︵
白
井
行
胤
︶

　

弥　
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右︵
斎
藤
康
行
︶

衛
門
尉
︵
花
押
︶

︻
若
狭
国
④︶

47
︵

︼

東
寺
領
若
狭
国
太
良
庄
領
家
地
頭
両
職
事
、
任
御
事
書
之
旨
、
沙
汰
付
下
地
於
雑
掌
訖
、
仍
渡
状
如
件
、

　
　
　

貞
治
五
年
九
月
二
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙︵
白
井
行
胤
︶

　

弥　
︵
花
押
︶
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右︵
斎
藤
康
行
︶

衛
門
尉
︵
花
押
︶

奉
書
文
言
も
な
く
、
沙
汰
付
け
に
際
し
て
論
人
の
言
い
分
が
あ
っ
た
ら
取
り
次
ぐ
よ
う
に
と
の
表
記
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
、

守
護
不
在
の
論
所
に
対
し
て
幕
府
奉
行
人
の
名
前
で
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
太
良
庄
な
ど
、
こ
の
あ
と
半
済
給
人
と
称
す

る
者
の
反
撃
に
あ
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
右
の
書
下
の
無
効
性
を
主
張
す
べ
き
で
は
な
い
。
い
っ
た
ん
は
問
題
が
解
決

し
た
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
幕
府
奉
行
人
が
中
央
か
ら
若
狭
に
や
っ
て
き
て
書
下
の
打
渡
状
を
発
給
す
る
こ
と
に
は
、
そ
の
場
限
り

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
「
効
果
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
そ
の
先
」
を
知
る
者
は
、
小
さ
な
「
効
果
」
を
評
価
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
が
、「
そ
の
先
」
を
知
ら
な
い
そ
の
場
を
生
き
る
人
間

に
は
、
幕
府
奉
行
人
が
発
給
し
た
書
下
に
は
十
分
な
効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

守
護
奉
行
人
奉
書
も
書
下
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

︵
2
︶　

熊
谷
隆
之
「
御
教
書
・
奉
書
・
書
下
―
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
様
式
と

呼
称
―
」
上
横
手
雅
敬
﹃
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
﹄、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八
年
。

︵
3
︶　

東
寺
百
合
文
書
さ
二
二
。「
見
セ
消
チ
」
は
「
書
下
」
の
よ
う
に
表
記

し
た
。

︵
4
︶　

五
味
文
彦
「
在
京
人
と
そ
の
位
置
」﹃
史
学
雑
誌
﹄
八
三
編
八
号
、

史
学
会
、
一
九
七
四
年
八
月
。

︵
5
︶　

市
沢
哲
「
雑
掌
・
悪
党
・
両
使
―
摂
津
国
長
洲
荘
の
場
合
―
」﹃
日

本
史
研
究
﹄
第
六
五
〇
号
、
日
本
史
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
。

︵
6
︶　

森
幸
夫
「
鎌
倉
後
期
～
南
北
朝
期
の
幕
府
と
畿
内
武
士
」﹃
日
本
史

研
究
﹄
第
六
五
八
号
、
日
本
史
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
六
月
。

︵
7
︶　

廣
田
浩
治
「
南
北
朝
内
乱
期
の
畿
内
在
地
領
主
と
地
域
」﹃
日
本
史

研
究
﹄
第
六
五
八
号
︵
前
掲
︶。

︵
8
︶　

今
谷
明
「
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
基
礎
的
考
察
」﹃
室
町
幕
府
解

体
過
程
の
研
究
﹄、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
八
二
年
。

︵
9
︶　

山
家
浩
樹
「
室
町
幕
府
前
期
に
お
け
る
奉
行
人
の
所
領
」﹃
室
町
時

代
研
究
﹄
第
二
号
、
室
町
時
代
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
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︵
10
︶　
﹃
島
津
家
文
書
之
一
﹄
一
五
八
号
。

︵
11
︶　

仁
和
寺
文
書
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
六
編
之
六
、九
九
七
頁
。

︵
12
︶　

東
寺
百
合
文
書
ゐ
三
九-

七
、﹃
静
岡
県
史
﹄
資
料
編
六
中
世
二
、

三
〇
九
頁
。

︵
13
︶　

川
瀬
文
書
、﹃
大
分
県
史
料
﹄︵
一
一
︶
第
二
部 

速
水
諸
家
文
書
二
、

一
六
頁
。

︵
14
︶　

到
津
文
書
、﹃
大
分
県
史
料
﹄︵
一
︶
第
一
部 

宇
佐
八
幡
宮
文
書
之
一
、

一
七
六
頁
。

︵
15
︶　

当
参
奉
公
人
に
つ
い
て
は
渡
邉
元
観
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
け

る
「
当
参
奉
公
人
」
と
軍
勢
催
促
」﹃
年
報
中
世
史
研
究
﹄
第
三
五
号
、

中
世
史
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
五
月
。

︵
16
︶　

室
町
幕
府
追
加
法
八
四
条
、﹃
中
世
法
制
史
料
集 

第
二
巻 

室
町
幕
府

法
﹄、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
。

︵
17
︶　

山
家
浩
樹
「
室
町
幕
府
前
期
に
お
け
る
奉
行
人
の
所
領
」﹃
室
町
時

代
研
究
﹄
第
二
号
︵
前
掲
︶。

︵
18
︶　

東
寺
百
合
文
書
ト
二
一
五
。

︵
19
︶　
「
訴
状
封
下
」
の
一
例
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
訴
状
封
下
」
に
つ

い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。

︵
20
︶　

貞
和
六
年
︵
一
三
五
〇
︶
二
月
日
東
寺
雑
掌
光
信
申
状
案
︵
東
寺
百

合
文
書
ト
四
四
︶
は
、
同
じ
論
所
に
対
す
る
守
護
︵
細
川
頼
春
︶
の
押

領
を
訴
え
て
い
る
が
、
貞
和
二
年
の
二
度
の
訴
状
封
下
は
見
セ
消
チ
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
貞
和
四
年
︵
一
三
四
八
︶
十
二
月
十
四
日
に
布

施
貞
連
を
奉
行
と
し
て
重
ね
て
訴
状
封
下
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
申
状
で
は
、「
も
う
一
度
使
節
を
発
遣
す
る
」
と
い
う
部
分
が
見
セ

消
チ
に
さ
れ
、「
被
成
下
御
奉
書
、
被
召
出
陳
状
」
と
改
め
ら
れ
、「
任

道
理
」
て
「
預
御
下
知
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
通
常
裁
判
の
手

続
き
の
枠
内
で
の
裁
許
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。「
難
渋
篇
」
を
根
拠
に

一
方
的
に
裁
断
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

︵
21
︶　

東
寺
百
合
文
書
レ
四
〇
。

︵
22
︶　

東
寺
百
合
文
書
ヌ
紙
背
三
。﹃
静
岡
県
史
﹄
資
料
編
六
中
世
二
、

三
一
四
号
。

︵
23
︶　

東
寺
百
合
文
書
ヌ
紙
背
三
。
同
右
三
一
三
号
。

︵
24
︶　

こ
れ
は
不
可
知
論
を
避
け
る
た
め
の
方
便
で
は
な
い
。
数
あ
る
紛
争

解
決
の
方
法
の
中
か
ら
裁
判
と
い
う
方
法
を
選
び
取
っ
た
当
事
者
が
勝

ち
取
っ
た
結
論
で
あ
る
と
い
う
、
積
極
的
な
評
価
が
否
定
さ
れ
て
し
ま

っ
て
は
、
裁
判
そ
の
も
の
の
意
味
が
見
出
せ
な
く
な
る
。
遺
さ
れ
た
史

料
と
い
う
限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
、
当
事
者
が
こ
の
よ
う
な
結
論
を
得

た
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
、
史
料
か
ら
考
え
る
と
い
う
歴
史
学
の
基

本
が
可
能
性
の
ひ
と
つ
に
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

︵
25
︶　

岩
元
修
一
「
評
定
・
引
付
︵
内
談
︶
方
」﹃
初
期
室
町
幕
府
訴
訟
制
度

の
研
究
﹄、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。

︵
26
︶　

岩
元
修
一
「
訴
状
を
封
じ
下
す
手
続
き
」﹃
初
期
室
町
幕
府
訴
訟
制

度
の
研
究
﹄︵
前
掲
︶。

︵
27
︶　
﹃
久
我
家
文
書
﹄
一
、一
〇
八-

︵
三
︶
号
。

︵
28
︶　

若
王
子
神
社
文
書
、﹃
愛
知
県
史
﹄
資
料
編
八
中
世
一
、一
二
〇
四
号
。
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︵
29
︶　

水
無
瀬
神
社
文
書
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
六
編
之
十
、六
二
〇
頁
。

︵
30
︶　

東
寺
百
合
文
書
コ
六
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
六
編
之
十
二
、六
六
一
頁
。

︵
31
︶　

こ
れ
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
貞
和
五
年
五
月
日
大
覚
寺
領
紀
伊

国
三
上
庄
雑
掌
定
祐
重
申
状
案
︵
東
寺
百
合
文
書
ケ
三
五-

一
︶
で
は
、

「
両
御
使
」と
表
記
さ
れ
、そ
の
一
方
は
湯
浅
八
郎
左
衛
門
尉
で
あ
っ
た
。

︵
32
︶　
﹃
八
坂
神
社
文
書
﹄
一
八
八
二
号
。

︵
33
︶　

遠
山
文
書
、﹃
岐
阜
県
史
﹄
史
料
編
古
代
中
世
一
、一
〇
四
七
頁
。

︵
34
︶　

尊
経
閣
文
庫
蔵
東
福
寺
文
書
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日

本
史
学
研
究
室
蔵
写
真
帳
に
よ
る
。

︵
35
︶　
﹃
三
浦
家
文
書
﹄
一
七
六
号
。

︵
36
︶　

鎌
倉
後
期
の
事
例
に
関
し
て
、外
岡
慎
一
郎
は
、奉
行
人
両
使
が
「
迅

速
、
的
確
な
訴
訟
進
行
が
期
待
さ
れ
る
存
在
︵
一
八
二
頁
︶」
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
外
岡
慎
一
郎
﹃
武
家
政
権
と
使
節
遵
行
﹄

第
二
章「
鎌
倉
時
代
の
西
国
と
東
国
」第
三
節「
六
波
羅
探
題
の
領
分
」、

同
成
社
、
二
〇
一
五
年
。
ま
た
、「
沙
汰
未
練
書
」﹃
中
世
法
制
史
料
集 

第
二
巻 

室
町
幕
府
法
﹄︵
前
掲
︶
は
、
奉
行
人
書
下
に
つ
い
て
、
三
度

目
の
場
合
は
「
以
奉
行
人
、
直
付
之
」
と
し
て
お
り
、
奉
行
人
書
下
と

と
も
に
奉
行
人
が
発
向
す
る
の
は
、
最
終
的
な
手
段
と
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
実
効
性
が
期
待
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
37
︶　

岩
元
修
一
「
評
定
・
引
付
︵
内
談
︶
方
」﹃
初
期
室
町
幕
府
訴
訟
制
度

の
研
究
﹄︵
前
掲
︶。

︵
38
︶　

以
下
の
記
述
は
﹃
醍
醐
寺
文
書
之
十
二
﹄、
三
六
〇
七
号
に
よ
る
。

︵
39
︶　

渡
邉
元
観
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
「
当
参
奉
公
人
」
と
軍

勢
催
促
」﹃
年
報
中
世
史
研
究
﹄
第
三
五
号
︵
前
掲
︶。

︵
40
︶　

訴
論
人
双
方
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
裁
判
を
要
求
す
る
姿
勢
の
下
で

は
、
幕
府
吏
僚
が
直
接
乗
り
出
す
こ
と
の
「
効
果
」
は
大
き
か
っ
た
と

考
え
た
い
。

︵
41
︶　

一
九
八
六
年
、
思
文
閣
出
版
、
以
下
、﹃
奉
行
人
奉
書
篇
﹄
と
記
す
。

︵
42
︶　

今
谷
明
「
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
基
礎
的
考
察
」﹃
室
町
幕
府
解

体
過
程
の
研
究
﹄︵
前
掲
︶。

︵
43
︶　

佐
藤
進
一
﹃﹇
新
版
﹈
古
文
書
学
入
門
﹄、
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
、

旧
版
は
一
九
七
一
年
刊
。

︵
44
︶　
﹃
奉
行
人
奉
書
篇
﹄
二
一
号
。

︵
45
︶　
﹃
奉
行
人
奉
書
篇
﹄
二
二
号
。

︵
46
︶　

廬
山
寺
文
書
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
六
編
之
二
十
七
、四
五
三
頁
。

︵
47
︶　
﹃
奉
行
人
奉
書
篇
﹄
二
三
号
。

本
研
究
は
南
山
大
学
二
〇
一
一
年
度
パ
ッ
ヘ
研
究
奨
励
金
Ⅰ-

Ａ-
２
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Is it a document which describes his masterʼs will or his own will?

NAGAI Eiji

　Common sense of Japanese Diplomatics teaches us that housyo 奉書 is the first 

category and mikyoujo御教書 is one of the second category. But the fact of historical 

document system, especially Kamakura and Muromachi Shogunate documents 

system shows us different scenes. 

　Bugyounin 奉行人 who were bureaucracy described many documents as his work. 

They were named bugyounin-housyo and the name meant that the document was 

messenger from his superiors.

　But sometime we find the name bugyounin-kakikudashi 奉行人書下. The function 

of bugyounin-kakikudashi was prompt judgment which stagnate by defendantʼs 

reason.

　Bugyounin-housho/kakikudashi were used as procedure documents at ordinary 

judgment. On the other hand, hikitsuketounin-housyo 引付頭人奉書 had used at 

one-sided judgment which named tokubetsu-sosyoutetsuduki 特別訴訟手続.

　In the Nanboku-cho civil war period, these different judgment styles were 

coexistence and they were mere complicated.


